


















 

要 約 

 先天性甲状腺形成異常の成因に関し,環境・遺伝の要因を検討し以下の結果を得た。 

1.本症の発生には季節変動があり,1957～1976 年の間では初夏生れに多かった。 

2.本症の発生に地域差がある可能性が,同一マススクリーニング法の結果から示唆された。 

3.本症における自己免疫機転の関与は,極く一部の症例を除き否定的であった。 

4.抗風疹抗体の検索では対照と差はなかった。 

5.HLA-A および B抗原の検索で,患児の母において AW24 が高頻度(96.2%)に認められた。 

 以上,季節変動および母の HLA 抗原検索によるモニタリングにより,high risk がある程

度予測できる可能性を示唆した。 


